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( 安 1 1 ' )
新
羅
打
歌
の
解
計
小
号
合劉
言
Ｉ
）
７
■
ユ
せ
Ｐ
〓
ｉ
３
侍
臣
校
歩
（同
上
、
一ハ
ノ
六
》
的
茎
次
叱
巷
中
博
士
は
、
こ
れ
を
写
昇
】バ
蓬
委
ゆ
る
▼
こ
解
し
た
が
、郵求
解
で
あ
る
。
蓬
は
，
み
で
は
な
く
、
許
Ｐ
Ｔ
，こ
で
あ
る
。
じ
〓
３
！
ス
エ
Ｌ
）ユ
ヨ
き
モ
Ｆ
■
と
ユ
垂
〔
戸
冷社
諺
三
》
】旨
も
（あ
望
コ
ユ
ユ
ロ
≡
手
く
一
り下
一≡
ス
同
上
、「ハ
、
五
六
》
蓬
色
抑ｔ
ｏ
Ｔ
場
・声
Ｅ
目
的
倉
十
含
上
、
車
オ
、
新
号
類
合
上
、
車
升
し
そ
し
て
、
本
句
は
「
（一伸
‐モ
，
巷
営二
（
墓
の
巻
に
》
と
解
す
る
。
以
上
の
解
讀
を
揮
め
て
記
せ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。
申
み
Ｆ
】
【
≡
〕
】
】
三
〕
）
汀
Ｐ
，
十
Ｂ
言
生
　ヽ
３
〕
ｏ
生
り
や
ユ
トギ
切
く
伊
一
と
コ
∽
一
「
ｏ
Ｃ
，
エ
Ｃ
（一〓
ｒ
ユ
吾
ｉゼ
宮
≡
切
年
致
〓
【一を
８
と
ヽ
コ
・長
Ｆ
争
Ｆ
Ｓ
曾
一
生
ｏ
，
と
こ
一一
」
亨
ト
コ
”
∽
ｇ
ｃ
とｔ
一
９
一
ユ
・
郎
、
え
Ｐ
Ｉ
〓
●
〓
宮
〓
　
」
く
７
ュ
一と
Ｐ
申Ｆ
（
一宇
Ｅ
２
本
Ｆ
一
■
一
一
斉
Ｉ
）〕
　
】
‐
り
一　
】
】
（
大
意
》
行
く
泰
は
春
る
の
に
、郎
底
住
ん
で
ゐ
な
い
の
で
、
実
き
憂
ふ
、
何
虎
へ
遅
回
す
る
姿
―‐ま
、
年
数
が
終
る
ま
で
落
行
い
て
鎌
ら
ぬ
の
か
、
眼
と
廻
し
て
郎
に
進
へ
る
時
ほ
何
時
に
た
る
で
あ
ら
う
、
郎
を
価
ひ
票
ふ
心
の
行
く
道
は
、
蓬
の
り
Ｅ
た
り
民
た
り
》
と
年
讃
し
た
が
、
命
ほ
語
法
未
率
め
嫌
が
あ
る
。
知
は
■
≡
本
ら
し
く
）
Ｌ
預
む
べ
き
も
の
で
ぁ
る
か
ら
、
こ
れ
Ｌ
「
君
き
【臣
（亨
一民
ゃ
・‐Ｅ
谷
者
ら
し
く
、
再
ら
し
く
、
民
ら
し
く
〕
と
干
す
べ
き
も
の
で
、
下
句
の
電
魁
Ｐ
等
鷹
、
即
ち
Ｊ
‐ヨ
卒
ピ
】
（
す
る
な
ら
ば
》
に
槌
く
も
の
で
あ
る
。
〓
申
護
音
婆
郎
歌
―
―
い
明
鳴
雨
癌
米
難
好
句
め
一
つ
で
あ
る
。
陣
士
は
、
一′」
れ
を
ツヽ
ュ
多
す
ま
（
押
し
開
き
ウ
と
解
し
た
が
、
ど
う
し
て
も
臨
足
出
来
な
い
仔
岸
で
あ
る
。
惟
ふ
に
、
止
旬
の
メ
ン
ー
ポ
イ
ン
ト
は
、
ど
う
し
て
も
淀
で
な
け
れ
ば
な
ら
た
。
鹿
の
上
は
共
形
容
詞
に
営
る
べ
き
性
質
の
も
の
に
し
か
見
え
な
い
。
庭
に
、
打
歌
に
於
て
丁
ュ
の
意
味
に
記
き
れ
た
所
ぶ
致
三
あ
り
、
米
は
天
概
天
萌
於
波
の
ヨ
六ヽ
を
く
は
言
使
上
”
じ
に
宮
ろ
を
常
と
す
る
パ
そ
し
て
、
咽
は
訓
え
で
あ
り
、
鳴
雨
は
三
囲
を
記
地
理
志
に
「
、文
戎
照
木
高
句
一歴
“
爾
忽
」
と
あ
る
如
く
、
３
〓
卸
ち
ュ
で
あ
る
か
ら
、　
私
な
咽
鳴
雨
三
年
を
一】Ｔ
≡下
，一頑
ん
で
生
‐（）■
ヤス
仰
ぎ
見
る
Ｙ
こ
候
に
解
し
た
い
。
つ
ま
り
、
本
句
と
手
♀
新
羅
郷
扶
？
解
誼
小
考
（劉
畠
宣
）
一
一
・〈
一
一
師
屋
に
ま
ど
ろ
む
夜
も
と
り
や
し
な
い
。
申
③
安
民
歌
―
―
０
民
汚
狂
戸
帳
阿
弦
古
毎
賜
Ｐ
知
狂
戸
恨
と
博
士
は
５
】汗
こ
と
一ス
狂
へ
る
》
と
解
し
た
が
、
訳
解
で
み
る
。
五
を
上
代
に
は
■
こ
と
訓
み
た
。
現
存
語
の
Ｐ
矛
コ
許
一巨
Ｉ
一六
迷
ふ
し
、
チ
千
〓
汗
営
■
傘
工
者
し
等
は
其
腹
跡
で
あ
ら
う
。
が
戸
恨
は
■
一ヽ
Ｉ
一護
ま
れ
る
が
、
そ
れ
な
Ｔ
一す
（劫
き
》
の
意
と
作
し
て
も
良
い
で
あ
ら
う
、
け
れ
ど
も
上
一代
に
於
け
る
憩
土
Ｄ
な
る
語
は
「
母
な
る
」
と
表
示
す
る
詞
で
あ
つ
たヽ
。
そ
し
て
、
こ
の
狂
Ｐ
恨
は
其
下
の
阿
乾
を
形
容
す
る
語
で
あ
つ
て
、
〒
【ゴ
御
ゴ
一
邸
ち
愚
兄
と
解
樺
し
な
け
れ
ば
な
ら
ね
。
Ｃ
■
■
こ
ｏ
Ｆ
一
ｔ
ｇ
軍
コ
狂
歌
侍
聖
朝
（社
誇
、
三
ノ
述
詠
下
し
ク
　
戸
コ
【
●
貿
三
とヽ
こ
●
一
＆
ヨ
ヨ
Ｂ
己
争
Ｓ
ユ
従
愚
子
（
杜
諺
、
一
四
ノ
エ
四
サ
０
汗
ポ
ｒ
グ
ガ
ピ
辟
ガ
博
士
は
、
此
句
を
，
一】平
庁
〓
こ
千
ｒＦ
臣
■
鮮
ヤ
民
■
色
六
君
た
丁
卜】
中る
（一占
一冷
仰
ぎ
見
る
所
へ
Ｙ
こ
解
す
る
。
０
雪
是
毛
各
乃
子
戸
花
判
也
毛
各
井
子
戸
孝
一．
神
士
店
一〓
ま
干
（六
知
ら
ぬ
じ
と
讃
ん
で
、
此
句
を
言
】【】‐一と
■
‐言
‐ユ
と
解
し
た
が
、
毛
各
ば
班
に
論
じ
た
如
く
、
こ
（）景
不
》
と
解
す
る
。
乃
子
戸
は
岳
ュ
（
優
る
、
及
ば
ぬ
Ｖ
と
音
讀
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
本
句
Ｌ
再
宮
ュ
】〓
星
Ｂ
営
と
花
判
【
く
ス
書
を
も
及
ば
過
花
判
で
あ
る
じ
と
解
さ
れ
る
。
荷
ほ
こ
の
花
判
は
花
郎
を
意
味
し
た
も
の
で
あ
ら
う
と
論
じ
た
小
倉
将
士
の
読
に
別
に
異
議
は
な
い
が
、
こ
の
花
判
は
花
刺
の
談
文
で
は
な
い
か
と
思
は
れ
る
。
花
刺
は
一〈且
八
花
呼
と
預
ま
れ
る
か
ら
此
の
後
句
に
於
て
郎
を
花
に
誓
へ
て
、
一雪
を
も
及
ぼ
ぬ
花
で
あ
る
と
歌
つ
た
も
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
キ
塁
盲
兎
得
眼
歌
―
―
０
一
等
下
叱
放
こ
の
一
等
を
、
博
士
は
子
ｉ
ど
】主
非
一讃
み
、
梁
氏
は
、
前
間
一人
の
誠
会
野
郵
響
ザ
に
従
ひ
、
発
炊
，綺
一事
に
よ
つ
イニ
”‐隼
百
二
演
一
一
八
言
一
(ヨiS)
(219)
す
子
を
子
●
ｒ
古
小
モ
■
■
五
十
じ
ん
だ
、
肯
士
が
言
５
一〓
ュ
と
年
し
た
の
は
、一思
味
つ
安
営
し
な
い
採
方
で
あ
り
、
又
梁
氏
が
４
朴
頬
事
の
一
日
河
古
あ
記
事
に
擦
つ
て
〓
■
喜
と
得
し
た
の
に
も
同
意
Ｌ
華
い
。
一類
事
ほ
、
高
一雌
時
代
の
■
言
十
一ま
し
た
貴
重
な
る
文
献
た
る
に
は
達
ひ
な
い
が
、
例
の
支
那
人
の
愛
な
丈
牛
の
使
ひ
方
、
又
は
後
言
の
相
達
の
た
め
に
、
折
島
で
は
あ
る
が
一比
言
の
解
群
に
、
そ
れ
程
役
立
っ
も
の
と
は
云
へ
な
い
。
そ
れ
だ
か
り
で
な
で
、ヽ
其
内
に
は
数
多
の
譲
字
、
談
馬
や
、
聞
旨
達
こ、
ら
し
き
も
の
が
あ
る
。
「
は
ゞ
金
石
相
詐
の
状
態
で
あ
る
。
確
つ
て
、
類
事
に
「
一
日
河
屯
」
が
あ
る
か
ら
と
云
つ
て
、　
一
を
Ｆ
■
こ
と
誤
ん
で
ゐ
る
の
は
、前
閣
氏
の
基
野
で
あ
る
。
思
ふ
に
、
こ
の
河
屯
ほ
一
と
云
ふ
数
の
根
本
的
呼
方
で
は
な
く
、
た
ゞ
、
例
へ
ば
、
現
存
語
の
ゴ
ュ
ュ
Ｌ
宮
―ヨ
一
の
如
き
意
味
を
用
し
た
も
の
で
あ
る
ら
し
い
。
社
詩
諺
年
に
ほ
一
一
若
く
は
箇
々
を
と
ケ
言
土
■
言
督
こ
二
―
わ
り
、
詫
飛
御
天
歌
に
は
一
つ
を
戸
！一子
ヨ
‐ュ
と
み
る
の
を
見
れ
ば
、
上
代
に
た
軍
手
ヨ
【が
す
と
，喜
‐ユ
】
軍
予
を
■
一ｒ
ｒ
宮
】
ユ
■
す
営
車
！≡
）Ｌ
申
宣
】ｐ
市いこ
と
活
用
さ
れ
た
に
達
ひ
な
い
か
ら
、
類
事
の
河
屯
は
Ｔ
〓
生
宮
を
記
し
た
も
の
″に
一」
「い
　
キ
イょ　
・か
庁　
卜つ
　
≡（ノ
っ
　
た
也
々
ヤ　
す」
方
一　
の
工
対
”
註孤
いに
工め
２つ
、　
　
一
年
十
（り
年
十
やじ
軍
Ｆ
ユ
ニ
ゴ
生
・生
生
年
を
表
は
し
た
も
の
で
あ
ら
う
と
、
私
は
〓妻
に
ま
て
■た
が
、
こ
の
之
ヤ
一ム
一本
旬
め
ヤ
ボ
，
と
一同
じ
て
生
〓
ョ
メ
｝
議
む
べ
き
で
あ
ろ
。
之
叱
逸
鳥
店
ｔ
チ
■
ご
ュ
と
（恨
む
べ
舌
》
と
解
岸
す
る
の
が
正
し
い
で
あ
ら
う
。
生
の
多
く
干
な
る
詞
は
、
今
底
穫
語
に
な
つ
て
ん
る
が
、
上
代
に
Ｌ
歴
々
使
は
れ
た
語
で
あ
る
ら
し
く
じ
又
ゴ
〓
と
椅
々
似
て
ゐ
ろ
詞
に
、
チヽ
こ
り
多
≡
ネ
な
い
せ
、
卜
生
こ
Ｆ
）ヽ
只
惰
む
、
こ
と
、
厭
ふ
）、年
が
あ
る
。
次
に
比
等
の
用
例
を
撃
げ
る
。
当
ュ
を
畳
タ
ヨ
ホ一
宣
王
こ“
ェ
んＴ
宮
呂
「
コ
一ヽ
わ
恨
其
達
本
心
（
杜
諺
バ
ノ
一
四
じ
パ
ｉ
】５
Ｔ
二
宅
■
丁
土
≡
と
い
す
■
生
■
一井
戸
〈一）
言
書
恨
鳥
説
（
同
ｉ
一
六
）
済
ュ
ご
一
掛
引
封
ｒ
・ち
手
ユ
ｐ主
斉
Ｅ
２
つ一
妻
年
不
致
恨
（
同
上
、
七
ノ
一
一
）
＞
チ
一宮
」〓
コ
〓
こ
”
怨
は
（
社
誇
三
ウ
＞
チ
「宮
，一宅
ユ
丁
こ
と
は
抗
復
何
有
（
同
上
、
エ
ノ
二
七
〕
奸
那
〓
ュ
＞
‐多
マ
ュ
≡
一
嫉
射
（
向
上
、
二
四
）
車
囲
融
天
師
芸
星
私
―
―
と
新
荘
右
数
の
作
註
小
考
≡
空
邑
宮
》
一一
八
【
断
す
る
。
そ
し
て
，
本
句
の
一
等
も
干
〓
言
戸
一讀
む
の
が
技
も
正
し
い
と
思
■
）
要
す
る
に
こ
の
京
す
下
叱
放
は
訂
言
手
宮
Ｅ
■
こ
（
一
つ
を
故
し
し
と
イ
す
る
。
一
一一一
月
明
師
皆
斎
歌
―
―
●
此
央
有
阿
オ
女
胎
伊
ざ
博
士
は
次
胎
伊
遣
を
〓
主
戸
）（濯
を
な
し
Ｙ
Ｌ
「い
ん
で
、第
一
句
と
共
に
「
生
死
汗
〒
〓
戸
一ナ
宮
▼
一三
■
■
（己
Ｆ
ｉ
死
の
際
ほ
此
遠
に
あ
り
と
腔
を
な
し
じ
と
解
し
た
。
そ
し
て
共
意
詳
に
は
「
生
死
の
岐
路
に
立
ち
て
一躍
を
な
し
午
こ
か
つ
て
、
死
者
自
身
が
生
死
の
岐
路
に
立
つ
て
、
恐
れ
て
物
も
云
へ
な
か
っ
た
と
作
し
て
ゐ
る
が
、
こ
れ
は
誤
″
ら
し
て
、
意
味
を
脚
汁
を
成
い
て
ゐ
る
。
こ
の
女
胎
の
ぞ
は
、
多
≡
・ス
恨
む
）
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
々
勝
ぃ
き
は
生
こ
一三
オ
エ
収
め
し
い
▼
メ・誠
む
の
声
正
し
い
。
即
ち
「
生
死
の
路
は
此
庭
に
あ
る
か
ら
そ
れ
が
恨
め
し
い
」
と
、
月
明
帥
が
そ
の
亡
妹
の
死
者
恨
む
秩
で
あ
る
。
術
に
こ
れ
と
相
似
て
ゐ
る
詞
に
、
信
忠
怨
歌
の
正
准
句
ｉ
世
理
都
之
叱
迎
鳥
特
第
也
が
あ
る
。
こ
の
之
叱
逸
鳥
店
を
、
い
■
ほ
！
■
手
巳
（庄
●
る
》
と
解
し
て
「
昼
す
」
の
●
月
置
八
切
雨
数
於
格
茶
皮
衣
＝
士
は
八
切
ｍ
を
、
一せ
ュ
リ３
合
蚊
に
▼
こ
解
し
た
が
ギ
）
れ
は
こ
〒
・六
た
く
》
卓
試
む
べ
き
で
あ
る
。
一人
の
現
代
言
は
コ
・
で
あ
る
が
、
李
引
刊
明
つ
文
献
に
は
，
と
と
わ
り
、．
切
は
■
一
で
、
口
Ｐあ
一
に
営
て
た
も
の
で
あ
ら
う
。
波
次
を
海
十
は
，
こ
〓（
に
よ
り
》
と
解
し
た
が
，
こ
れ
は
口
〓
六
岩
、
幌
）
で
あ
ら
う
。
ロ
ニ
ュ
と
い
へ
ば
、
今
は
殆
ん
ど
岩
の
意
味
で
あ
る
が
、
上
代
に
は
大
抵
呪
を
表
は
す
に
用
ゐ
ら
れ
た
。
キ
句
は
『
王
津
一
Ｅ
王
を
】き
生
ユ
共
月
も
早
く
休
ま
う
と
す
る
呪
に
》
と
好
す
る
。
０
貯
む
殿
昨
持
昨
静
咋
筆
晦
持
有
叱
故
難
作
の
一
句
で
あ
る
。
先
づ
、
母
士
は
此
也
反
物
北
空
で
を
切
つ
て
、
Ｔ
負
電
拐
キ
秘
生
命
Ｃ
八
こ
れ
を
外
に
し
て
）
と
十ｄ
み
、
土
ハ
下
を
Ｆ
一言
●
工
一土
生
一と
も
全
使
９
帯
の
あ
る
下
き
か
》
と
解
し
た
。
併
し
、本
句
は
共
構
造
か
ら
見
て
、
止
也
反
物
北
所
子
叱
ま
で
を
、
先
づ
一
姉
と
し
、
其
以
下
を
他
一
昨
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
強
と
思
ふ
。
此
也
反
は
Ｔ
ｒ↓
と
護
ま
れ
て
、
こ
れ
は
Ｆ
Ｆ
Ｔ
３
■
３
ド〕等
と
同
じ
く
、
「
斯
の
オ
き
」
の
意
味
で
、
共
下
の
物
北
の
修
飾
語
で
あ
る
。
物
北
は
物
叱
の
誤
文
た
る
に
辻
な
く
。
郷
歌
中
に
物
叱
な
る
句
ほ
随
分
多
い
。
物
叱
な
一４
チ
（
物
▼
」
あ
る
一
そ
し
一１
打
者
叱
は
一Ｔ
〈
五
`E20)(]!1)
新
擢
郷
孜
の
解
誼
小
考
（割
晶
ｉ
）
弓
京
六
所
を
）
で
あ
る
。
要
す
る
に
比
也
友
物
叱
所
言
叱
は
一
卜宮
５
〓
チ
マ
・
ユ
合
斯
の
如
き
も
の
を
，）と
解
す
る
。
次
の
彗
呼
府
庁
ピ
洋
の
筆
呼
府
を
ヽ
博
士
は
器
の
義
で
あ
ら
う
と
し
た
が
、
私
ほ
こ
の
彗
の
字
は
等
の
義
ｒ
な
く
、
此
歌
の
第
七
句
に
あ
る
慧
星
の
約
で
あ
ら
う
と
思
ふ
。
叱
只
を
一声
許
と
預
ん
だ
の
は
全
で
章ヽ
張
の
極
で
あ
る
。
き
星
と
今
な
ど
５
一
ｒ
」云
ふ
が
、
上
代
に
は
何
ん
と
云
つ
た
か
は
つ
き
り
し
な
い
が
、
見
に
角
、
楽
れ
一
．　
ナ
ェ
〓
」ほ
ハれ
一
一
こ
メ
一に
，ほ
「州
‘述
一仏
かヽ
らヽ
う
ｏ　
そ映
″に
、　
士
肘己
用一
一
レ化
只
は
々
〓
，三
六
吉
狂
が
し
と
年
Ｌ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
下
の
有
叱
故
は
チ
Ｔ
）と
護
ま
れ
る
か
ら
、
こ
の
句
ほ
窪
ご
早
王
切‐ぎ
傘
ま
星
で
あ
ら
う
か
》
と
誼
ん
で
、著
堪
で
は
な
い
と
い
ふ
打
沿
の
語
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
木
句
全
騨
は
Ｔ
一
８
０
戸
中舌
ユ
暫
ご
ユ
ｒ
ナ
一３
（
新
の
如
き
も
の
を
き
星
と
は
云
へ
な
い
で
あ
ら
う
し
と
護
む
。
術
ほ
比
の
蓄
星
歌
は
比
の
外
に
も
、
母
士
と
は
作
祥
を
異
に
す
る
所
が
三
三
あ
る
が
、
煩
材
一悪
ん
で
之
矛
省
き
、
私
の
全
解
諌
を
嬰
げ
る
こ
と
に
す
る
。
ィ
ナ
ｃ
束
ア
一
】
昇
〓
巨
≧
全
乾
竜
姿
ｏ
ｏ
全
二
字
生
電
Ｅ
】
く
子
ｇ
ｒ
戸
一
一
二
宮
ダ
，
升
・算
・
煤
大
切
生
宮
一ち
〔こ
【
一を
す
〓
〓
化
　
●
宮
【　
一
ゴ
■
一ガ
・　
・
３
サ
イ
声
Ａ
と
（」
Ｏ
Ｅ
毎
汗
Ｃ
　
●
一
停
一Ａ
戸
一
　
一】
）
一ユ
一　
ク
Ｅ
ユ
一
一
八
一ハ
中▼
】
Ｊ
つ
Ｔ
声
一　
申ハ
〓
∩
宮
一　
●
切
●
三
十　
●
ユ
一
一
Ｅ
一　
一！
ヤ
一卜年
戸
Ｃ
　
”
営
一
朽
３
一　
一▲
停
″
宮
ｔ
Ｃ
〓
　
”
３
，」
一〓
一　
一イ
住
停
。
今
後
句
》
じ
牛
一
Ｔ
軍
汗
ダ
一
曾
点
ユ
‐
る
一宮
キ３
貿
土
　
“
，
■
三
十
】
一坪
汗
Ｃ
・
（
大
意
》
者
か
ら
東
方
の
邊
な
る
、
乾
遂
婆
Ｏ
遊
ぶ
戎
を
望
か
見
て
、
客
軍
が
攻
込
ん
だ
と
思
い
、
峰
大
を
揚
げ
る
逃
境
に
至
り
、
三
花
の
徒
の
山
に
遊
ば
う
か
す
る
こ
と
を
聞
い
て
、
月
も
早
逸
く
共
に
休
】よ
う
と
す
る
呪
に
、
道
を
掃
く
星
と
望
ん
で
、
善
星
だ
牛
甲
す
入
が
居
る
。
後
句
、
月
が
洋
い
て
行
く
の
み
、
新
の
如
き
を
ど
う
し
て
彗
星
と
云
ひ
ま
せ
う
か
ｏ
車
一晟
信
忠
怨
歌
―
―
的
竹
呼
府
芽
椅
央
物
叱
好
支
を
、
打
士
は
拓
Ｐ
Ｌ
喜
史
一取
り
除
か
れ
て
）
と
譲
ん
で
、
こ
の
句
十
津
チ
ユ
う
「ュ
子
」
と
解
Ｌ
，
た
が
、
い物
叱
好
支
の
祐
■
の
形
容
詞
た
る
こ
と
は
一
見
に
分
る
で
あ
ら
う
に
、
ア
】れ
を
一“取
り
除
か
れ
て
、
店
が
」
と
解
し
た
の
は
、
寧
ろ
不
は
議
で
あ
る
。
物
叱
は
郷
歌
中
、
到
る
庭
に
あ
つ
て
、
一ん君
（
物
し
を
意
味
し
て
わ
る
が
、
そ
れ
は
大
部
分
、
現
存
語
の
「
物
」
の
意
義
と
は
梢
々
意
味
を
実
に
し
て
、
大
概
は
「
物
生
」
を
意
味
し
て
ゐ
る
。
本
句
の
物
叱
も
「
物
生
」
卸
ち
、
生
氣
あ
る
も
の
ゝ
意
味
で
あ
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
。
そ
し
て
、
此
句
は
「
物
生
〓
二
ふ字
と
（
生
々
た
る
精
が
け
全
義
で
あ
ら
う
と
思
ふ
。
０
秋
姿
不
各
雨
居
支
堕
米
蘭
圧
支
監
一米
ほ
中
ナ
）
≡
呈
！ュ
、
即
ち
、
ナ」
の
不
各
を
合
せ
て
、
宮
■
８
Ｆ
子
ｃ
３
掌
ユ
（
至
ら
す
し
て
枯
れ
る
こ
と
が
》
と
讀
む
べ
き
で
あ
る
。
０
，仰
頓
榛
画
究
仰
頓
を
、
博
士
が
「
う
け
が
ひ
」
と
詳
し
た
の
は
、
名
詳
の
一
つ
で
あ
ら
う
。
併
し
、
朝
鮮
語
に
は
、
こ
れ
に
営
て
る
べ
き
良
い
詞
が
な
い
、
博
士
は
、
こ
れ
を
Ｃ
【宅
岳
】
ｏ
と
と
と
解
し
た
が
、
そ
ん
な
詞
は
な
い
か
ら
、
私
は
暫
く
、
之
を
４
〈〓
一（一≡
互
ｏ
（
う
け
が
ひ
た
る
、
肯
い
た
》
と
解
し
て
置
く
。
け
月
羅
理
影
支
者
理
因
淵
之
叱
影
支
店
戸
‥
震
呂
ｉ
（
影
）
と
護
み
、
淵
之
叱
は
軍
９
主
と
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
新
羅
郷
歌
の
解
讃
小
考
（劉
昌
宣
》
い
行
戸
浪
阿
叱
沙
究
以
支
如
支
博
士
は
、
こ
れ
と
Ｚ
く
腎
十ヽ
営
竺
合
言
∽
一）〕２
争
ユ
ヨ
〕子
ヨ
２
ヤ‐只
行
き
て
、
隅
な
る
沙
に
止
ま
り
Ｙ
こ
解
し
て
、
行
Ｐ
決
ヤを
、
上
句
脚
之
叱
に
龍
け
て
讀
ん
だ
が
、
勿
論
談
讀
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
行
デ
決
阿
叱
を
一
緒
に
し
に
讀
む
べ
き
も
の
で
あ
る
。
行
は
訓
讃
し
て
Ｚ
≡
Ｆ
戸
は
一
を
表
姓
Ｌ
モ
め
る
。
こ
の
行
Ｐ
は
、
下
の
浪
阿
を
修
飾
す
る
。
決
阿
松
置
曾
孝
汗
室
で
あ
る
。
そ
し
て
、
行
戸
浪
阿
叱
は
Ｚ
く
Ｆ
）営
３
つ留
守
】争
Ｆ
一
（
行
く
浪
を
》
と
預
む
の
が
正
し
い
。
沙
夫
以
支
如
支
は
〓
〕早
牛
る
一ん０
一とて
（少
で
上
め
ウ
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
次
に
全
解
讀
を
経
め
ば
、
斯
の
如
く
で
あ
る
。
生
々
】５
一つ
十
年
一　
汚
卜Ｐ
と
”
】ズ
ｒ
ユ
ユ
５
卓
〔
一一
ヨ
一
Ｚ
争
■
一一つ
ユ
５
く
ユ
■
Ｔ
ル
チ
ゴ
坐
ａ
・≡
吾
一【
ゴ
〓
転
汗
（と
ｒ
下
Ξ
（
一
の
Ｅ
一‐
一
（！）
・
］
し
ヽ
一
一ん
の
電
一
つ
宮
停
】
の
一
汗
Ｏ
ユ
Ｂ
　
】宮
Ｏ
∽
一土
】
】
る
く
３
‐
【ｐ
ｏ
〓
，
一ど
の
０
一
守
汗
■
一
一〓
Ｏ
Ｔ
つ
【
，〇
　
一んｏ
一
急
）
】
所
２
手
ど
ｏ
伊
昼
占
”
Ｚ
α
手
（
丁
の
一つ
く
干
一
干
庁彗
】
生
く
９
（
大
意
）
「
生
々
た
る
楠
の
、
秋
の
互
ら
十
し
て
落
ち
る
こ
と
が
、
ど
う
し
て
あ
る
だ
ら
う
か
」
と
、
う
け
が
ひ
た
る
顔
を
改
二
八
七
(222)(223)
新
卜播
郊
数
の
解
誼
小
考
（劉
岳
〓
じ
一
め
給
ふ
の
で
、
月
影
の
峡
つ
て
ゐ
る
湖
の
水
と
沙
で
止
め
、
君
が
姿
を
ぼ
望
む
け
れ
ど
―
、
あ
ゝ
世
は
か
く
も
恨
め
し
い
か
な
。
一
六
願
往
生
歌
―
ｌ
ｉ
こ
の
願
往
生
歌
に
就
い
て
は
、
梁
氏
の
詳
し
い
研
究
が
あ
る
。
（
零
五
一浮
だ
呼
昨
一む
氏
に
よ
つ
イ
、
小
倉
博
ユ上
の
誤
解
し
た
部
分
は
大
繊
訂
正
さ
れ
た
が
、
氏
の
解
樺
に
も
文
同
意
し
難
い
所
が
あ
る
。
殊
に
、
ＦＬ
歌
の
全
憎
的
音
義
に
就
い
て
、
氏
は
「
庚
徳
の
妻
が
干
素
自
分
の
信
仰
を
月
に
寄
せ
て
、
歌
つ
た
も
の
で
、
曲
木
歌
に
於
て
自
分
の
侠
ふ
所
を
或
は
月
、
或
は
雁
、
或
は
花
等
に
寄
せ
て
歌
ふ
の
は
、
朝
鮮
の
歌
話
に
憤
用
さ
れ
る
形
式
で
あ
る
。
こ
の
一
篇
の
如
き
朝
鮮
の
人
に
は
直
感
的
に
合
踏
の
つ
く
或
物
が
あ
る
，」
（
宅
一じ
と
云
つ
て
、
止
歌
は
度
終
の
妻
が
、
月
に
向
つ
て
、
「
月
よ
、
西
方
迄
往
つ
て
無
量
幕
俳
に
告
げ
て
く
れ
、
数
に
一
人
の
女
あ
り
て
両
手
を
合
せ
て
願
往
生
，
て
ヽ
菓
ひ
居
る
と
告
げ
て
く
れ
」
（即
）と
云
ふ
の
で
あ
る
と
解
し
た
が
、
こ
れ
ほ
餘
り
直
感
的
に
合
轄
が
つ
い
た
も
の
ら
し
く
、梁
氏
が
小
倉
博
士
の
曖
味
を
、
而
も
間
逮
つ
た
解
澤
を
矯
正
し
て
、
此
歌
を
蔵
徳
の
妻
の
信
仰
の
二
、
吾
衣
身
伊
波
人
、有
叱
下
昌
ホ
、
逢
鳥
支
悪
知
作
子
下
是
へ
、
宿
戸
夜
音
有
叱
下
是
卜
、
二
胎
鷹
書
下
於
叱
古
チ
、
二
恰
誰
支
下
汚
古
り
、
本
実
吾
下
是
如
馬
於
焉
ヌ
、
月
下
伊
底
亦
ル
、
佛
道
向
隠
心
下
ヲ
、
自
雲
音
逐
千
淳
去
鷹
安
支
下
．こ
ゝ
に
於
て
、
我
々
は
下
の
用
例
の
四
型
を
見
る
。
甲
型
、
イ
、
口
、
ハ
、　
二
、
ホ
、
へ
、
乙
型
、
卜
、
チ
、
り
、
ヌ
、
丙
型
、
ル
、
丁
型
、
ヲ
、
煩
を
患
ひ
、
詳
し
い
読
明
を
避
け
る
が
、
以
上
の
用
例
を
見
れ
ば
、
月
下
伊
底
亦
が
、
一ィ月
下
、
伊
底
亦
」
か
、
、「
月
下
伊
、
底
亦
」
か
が
明
か
に
な
る
で
あ
ら
う
。
０
賜
立
の
用
例
は
、
此
歌
の
外
、　
一
ヶ
所
し
か
な
い
。
而
も
比
歌
の
解
樺
に
は
重
な
る
役
割
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
即
ち
職
鳩
原
新
羅
如
歌
の
解
讃
小
考
（劉
昌
宣
）
一百
八
八
歌
で
あ
る
こ
と
を
明
か
に
し
た
こ
と
に
は
、
賓
に
敬
意
を
表
す
る
女
第
で
あ
る
が
、
彼
女
が
こ
れ
を
月
に
寄
せ
て
歌
っ
た
と
云
ふ
解
澤
は
談
解
で
あ
る
。
案
す
る
に
、
此
歌
が
月
に
寄
せ
イ
・歌
ら
た
も
の
な
る
か
、
石
か
を
決
め
る
に
は
、
此
歌
の
内
容
か
ら
、
こ
れ
を
決
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ら
う
。
そ
し
て
、
こ
の
卑
呑
を
決
す
べ
き
要
期
は
三
つ
で
あ
る
。
ω
第
一
句
の
月
下
伊
底
亦
は
「
月
よ
、
今
」
と
解
す
べ
き
か
、
「
月
の
下
な
る
」
と
解
す
べ
き
か
。
０
第
四
句
、
及
び
第
八
句
の
白
遣
賜
立
は
「
中
し
給
べ
」
と
解
す
べ
き
か
、
一‐中
し
皮
し
」
と
讃
む
べ
き
か
。
０
第
四
句
の
ぱ
呼
辞
〒
抑
請
峡
は
報
言
で
あ
る
か
、
俸
言
で
あ
る
か
。
的
第
一
句
、
月
下
伊
底
亦
を
Ｌ
梁
氏
が
「
月
よ
、
今
」
と
誼
ん
だ
の
は
誤
で
あ
る
。
す氏
ほ
下
を
軍
と
諏
ん
で
呼
掛
の
話
に
解
い
た
が
、
郷
歌
に
於
け
る
、
下
の
用
例
を
見
る
に
イ
、
吾
衣
身
不
喩
仁
人
青
有
叱
下
呂
口
、
仰
影
不
各
魔
鳥
賜
下
里
ハ
、
然
叱
皆
好
戸
卜
下
里
障
歌
の
第
八
句
、「
十
方
佛
鎧
閑
遣
賜
立
」
で
ぁ
っ
て
、「
十
方
の
佛
は
知
ろ
し
召
し
給
へ
」
と
い
ふ
耐
願
の
詞
で
あ
る
。
こ
の
賜
立
に
は
願
望
の
義
が
あ
る
の
み
で
、
命
令
の
義
は
な
い
。
第
四
句
及
び
第
八
句
の
白
追
賜
立
は
、
月
に
向
つ
て
「
申
し
給
へ
」
と
い
ふ
命
令
で
は
な
く
、
無
量
書
佛
に
、
斯
く
一期
く
と
「
中
し
上
げ
た
い
」
と
い
ふ
、
彼
女
自
身
の
前
願
の
者
自
で
あ
る
。
０
憚
呼
ず
評
即
．一中的
多
可
夏
白
遣
賜
工
梁
氏
は
僻
呼
辞
評
を
ｏ
言
歓
一【（）〓
〔告
げ
て
》
と
讃
ん
で
、
僻
叱
を
「
者
ぐ
」
、
「
甲
す
」
、
軍
明
ふ
」
に
、
古
き
を
動
詞
、
副
詞
等
に
添
へ
ら
れ
る
、
一ハＯ
母
に
富
て
た
が
、
こ
の
幡
叱
古
者
四
字
は
、
決
し
て
動
詞
で
は
な
く
、
動
詞
形
名
詞
で
あ
る
。
共
下
に
、「
郷
言
云
報
言
也
」
と
あ
る
註
を
、
小
倉
碍
士
も
、
梁
氏
も
共
に
注
意
し
な
か
つ
た
の
は
、
か
へ
つ
て
不
思
議
で
あ
る
。
梁
氏
は
、
小
倉
博
士
の
Ｚ
ュ
易
汗
一六
悔
》
も
讃
ん
だ
の
を
難
じ
な
が
ら
、
「
こ
の
報
言
が
俸
言
以
外
の
如
何
な
る
義
も
含
ま
な
い
に
も
拘
な
ら
す
」
（肇
一じ
と
ヽ
一玄
つ
て
ゐ
る
が
、
併
し
，
一部
ぃ言
は
報
言
で
あ
つ
て
、
決
し
て
傷
言
で
は
あ
る
ま
い
。
こ
の
期
に
於
て
、
博
士
の
「
梅
」
と
解
し
た
の
な
勿
論
逮
つ
て
ゐ
る
が
、
梁
氏
の
「
背
げ
て
」
と
預
ん
だ
の
も
、
間
違
つ
て
居
ら
れ
る
。
一梁
氏
こ
そ
、
此
歌
は
魔
徳
の
二
八
九
(2EとD
r]!5｀ 1
新
羅
邦
歌
の
解
讃
小
考
（劉
邑
一Ｌ
妻
が
月
に
寄
せ
て
歌
つ
た
も
の
と
誤
解
し
た
か
ら
、
地
報
言
も
毎
言
と
出
解
し
た
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
要
す
る
に
、
此
歌
ほ
庚
徳
の
妻
が
、
月
の
下
な
る
西
力
女
で
往
っ
て
．
無
量
毒
佛
の
前
に
、
桂
生
の
願
ふ
こ
と
を
申
上
げ
た
い
と
云
ふ
、
願
望
の
歌
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
ア
一
七
永
方
遇
賊
歌
―
―
０
ず
が
げ
ぽ
〒
呑
尼
腎
士
は
、
可
伊
ど
庁
手
と
置
生
軍
〓
，
ユ
‐ヨ
全
六
言
は
ん
す
べ
も
知
ら，
ぬ
〕
と
解
し
た
が
、
こ
の
日
は
汗
営
２
】（
云
は
ゞ
》
と
讀
み
、
沙
也
内
子
は
ど
京
ご
ス
験
し
き
》
と
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
ん
。
そ
し
て
上
旬
の
兵
物
叱
を
博
士
ほ
「
兵
物
を
」
と
讀
ん
で
、
賊
の
武
需
を
指
せ
る
語
で
あ
ら
う
と
し
た
が
、
こ
れ
は
抑
歌
に
多
く
出
て
衆
る
丘
物
叱
の
誤
鳥
で
あ
ら
う
。
０
唯
只
伊
吾
言
之
叱
恨
熔
善
陵
磨
吾
言
之
叱
恨
鷹
を
、
博
士
が
」コ
ト〕二
宮
子
宮
（奪
ぶ
べ
まじ
と
解
し
た
の
は
、
静
り
附
合
で
あ
る
。
こ
れ
は
言
言
之
叱
を
言
許
六
吾
の
》
、模
磨
を
軍
ス
多
き
》
と
譲
ん
で
、
呂
Ｆ
■
ご
一】
幸
行
宮
盆
日
の
二
九
〇
多
浮塁
ｏ業
な
）
と
解
す
べ
歩・こ
の
イ」
あ
る
。
０
安
支
荷
宅
都
手
隠
以
多
安
文
付
宅
を
電
車
【々‐一】ｏ
●
」〓
〓
倉
担
虎
に
か
高
く
け
と
諌
ん
だ
の
も
、
談
り
で
あ
る
。
安
支
は
讃
者
婆
郎
歌
の
安
支
下
、
恒
順
衆
生
歌
の
安
角
飛
等
と
共
に
、
「
安
軍
Ｐこ
（
安
か
な
る
し
と
諒
ん
で
、
術
宅
の
修
飾
語
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
一郡
子
階
ほ
（互
４畳
（
な
る
し
で
あ
る
。
そ
し
て
、
此
旬
は
「
安
Ｆ
●
術
宅
色
ュ
Ｐ
】ご
ユ
傘
女
か
な
る
荷
宅
と
な
る
Ｙ
こ
解
す
る
。
本
歌
の
四
年
の
開
字
に
流
い
て
は
、
旺
卒
に
筆
を
加
へ
る
こ
と
な
貸
に
恐
れ
多
い
こ
と
で
は
あ
る
が
、
私
は
此
歌
の
全
鍵
的
意
義
や
、
腕
手
前
後
？
構
造
を
見
て
、
最
も
適
首
で
あ
る
と
思
な
れ
る
文
字
を
入
れ
て
、
解
澤
し
て
見
た
。
全
ぐ
候
識
で
あ
る
。
い
日
選
馬
逸
□
□
池
出
拍
遣
第
二
句
の
同
近
一持
逸
の
下
な
る
ニ
ヤ
の
腕
落
は
、本
句
つ
古
義
、
及
び
共
構
造
（信
忠
怨
歌
の
維
句
参
照
》
を
見
て
▼際
第
を
入
れ
る
。
衛
ほ
本
句
の
毛
達
只
は
Ｉ
一と
つ
バ
及
ぶ
Ｙ
こ
解
す
る
。
０
但
井
子
鷹
破
□
主
ス
舜
□
■
内
於
都
遥
於
戸
朗
也
破
の
下
字
は
　
一破
の
助
詞
と
し
て
、
デ
若
く
Ｌ
鷹
が
あ
つ
た
の
で
あ
り
、
史
の
上
手
は
、
郷
歌
に
多
く
あ
る
元
史
の
元
の
手
で
あ
つ
た
ら
う
と
思
は
れ
る
。
そ
し
て
、
但
社
は
詩
諺
解
、
詳
語
類
解
等
に
（ま
一ズ
た
Ｆ
Ｖ
二
お！
へれ
し
例
が
あ
り
、非
子
磨
は
寝
≡一！畳
翁
留
守
な
る
し
と
言
讃
し
、
改
は
ヨ
一と
訓
誼
す
る
。
主
は
チ
ユ
命
あ
義
で
あ
ら
う
。
峯
朴
類
事
に
は
主
臼
圭
と
あ
る
。
キＡ
弗
は
、
一３
【六
家
と
）
と
讃
ん
で
、
始
め
か
ら
こ
ヽ
ま
で
を
、
Ｏ
と
こ
圭
全
】
一ま
す
ｏ
三
≡
〕
，‐ス
唯
、
留
守
な
る
破
れ
し
家
を
》
と
解
す
る
。
女
の
元
宝
内
於
＝
に
コ
平
争
一Ｉ
一ス
無
く
て
も
Ｙ
一語
み
、
遥
は
訓
、
（字
「いる
一
と
諏
ん
で
、
還
於
戸
刺
也
を
生
‥
体５
島
（
錦
つ
て
末
る
》
と
解
す
，つ
。紙
面
の
開
係
の
た
め
に
、
詳
し
い
考
話
や
説
明
の
出
来
ぬ
の
と
追
憾
と
す
る
が
、
以
上
の
年
前
を
採
め
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。
」
つ
一
〓
〓
十
≡
５
】
ど
【
】
“
Ｌ
こ
一
切
●
Ｅ
一
生
ｏ
３
よ
〓
土
ｐ
ｐ
一
●
〕
ユ
ｒ
Ｏ
Ｔ
」
Ｏ
【
】
と
〕
〔千
”
汗
Ｏ
】
キ
」
●
一　
（
一声
一
】
ケ
宮
≡
）
（
′一　
　
一
〔
”
」
一
一
）
　
∽
，
４
　
（
一
ｐ
・
（し
，
戸
一】
子
●
Ｅ
す
コ
ユ
命
，こ
」宜
」
丁
　
諄
一）あ
【　
学
生
ｏ
（一〇
！Ｆ
Ｏ
キ
や
一
丘
物
“
一
阜
Ｆ
‥
三
（いＰキ
〓
々
軍
５
巨
魯
ユ
」
９
＞
，
ユ
声
５
ュ
ユ
軍
Ξ
芋
行
う
宮
安
ｒ
営
術
宅
生
争
ｏ
ユ
許
年
（
大
き
》
我
が
身
の
辿
つ
て
来
た
後
の
谷
は
、
日
、
術
ほ
高
書
善
間
に
通
ま
て
，束
て
、今
店
谷
間
傘
数
中
に
行
き
掛
つ
て
わ
る
。
唯
ミ
官
守
た
る
破
れ
し
我
が
家
も
な
い
け
ど
斯
の
如
く
齢
つ
て
新
羅
部
枚
の
解
詢
小
考
（劉
島
宣
）
衆
る
。
こ
の
衆
生
界
を
通
す
こ
Ｌ
こ
そ
云
は
ゞ
強
し
き
谷
の
如
き
こ
と
で
は
な
い
か
。
め
よ
、
唯
、
我
が
積
み
し
善
行
の
み
安
ら
か
な
る
術
宅
と
な
る
。
申
八
以
上
は
小
倉
進
干
博
士
の
「郊
歌
及
び
吏
頑
の
研
究
」
と
、
恩
怖
梁
在
丈
氏
つ
部
分
的
椰
護
と
と
相
手
に
し
て
、
雨
氏
の
好
預
の
我
が
試
諏
と
意
見
を
異
に
す
る
町
を
，
ご
く
断
片
的
に
緑
つ
た
も
の
で
あ
る
。
本
よ
り
滝
曇
罪
才
、
未
だ
肇
，省
に
籍
を
置
い
て
ゐ
る
筆
者
は
、
術
ほ
こ
の
方
面
に
於
け
る
研
究
の
日
☆
の
た
め
、
賃
に
意
外
の
譲
語
を
犯
し
た
か
も
知
れ
ぬ
ｏ
荷
ほ
、
筆
者
は
未
だ
博
士
に
は
、
直
接
致
は
れ
た
こ
と
は
な
い
が
、
私
は
市
士
Ｑ
開
摘
し
た
道
を
進
み
、
い
士
の
研
究
に
よ
つ
て
梓
蒙
さ
４
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
無
法
序
な
る
対
論
に
於
け
る
粒
忽
と
唐
突
と
を
、
一打
士
は
先
葦
め
立
場
か
ら
、
読
誌
し
て
下
さ
る
こ
と
を
乞
ふ
。
尾
に
臨
み
、
謹
ん
で
一ｍ
貴
、の
は
Ｉ
、
ユ
つ
懇
俺
な
る
致
示
を
程
首
す
る
。
３
死
）
一
一
九
一
